
U022-11 会場:304 時間:5月 22日 17:35-17:50

雲解像モデルを用いた土砂災害予測の試み－ 2004年台風 22号の通過に伴う横浜市
の災害事例－
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雲解像モデルと土砂災害の発生確率評価を組み合わせ，横浜市を対象として 2004年台風 22号に伴う土砂災害の予測
実験を行った．台風上陸前のデータを初期値とした 11時間の予測結果は，台風の移動を概ね予測したが，降雨分布は実
際よりもは山岳斜面に集中しており，横浜市では 11時間雨量で 33％の過少予測であった．また予測された横浜市にお
ける土砂災害は，レーダアメダス解析雨量を用いて評価した場合よりも，同一の捕捉率に対して適中率が 9.4％減じた．
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